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[講演題目]  

磁性体における電気磁気効果と非相反光応答 
 

[講演概要]  

 電場は電気双極子と相互作用する一方、磁気双極子とは相互作用しない。逆に、磁
場は磁気双極子と相互作用するが、電気双極子とは相互作用しない。このため、磁性
体は磁気双極子の自由度を通じて磁場には応答するが、通常は電場には応答しない。
しかし結晶構造が空間反転対称性をもたない磁性体では、電場と磁気自由度が結び
つくことが許され、電気磁気効果が現れる。 
 空間反転対称性の破れは、光の進行方向を反転させると透過率が変化する光の方
向二色性（非相反光学応答）として顕在化する。本セミナーでは、磁性イオンが四面
体配位されたオケルマナイト磁性体を例に、反転対称性の破れがどのように非相反な
光応答を引き起こすのかを、ミクロな視点と対称性の視点の両面から解説する。さらに
近年報告された、広い周波数帯にわたる一方向透過性（強い方向二色性）の起源を、
自発的マグノン崩壊という観点から説明する。 
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